
彦

巨立
同

周
　
興
　
　
評
　
　
虚

日
冨
。
目
三
〇
二
輪
。
σ
q
同
巷
ξ
o
h
Ω
Φ
霞
看
ω
冨
ざ

蔭

木

英

雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
彦
竜
周
興
は
『
蔭
涼
軒
日
録
」
　
（
以
下
「
日
録
」
と
略
称
）
に
よ
る
と
石
井
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

出
身
で
、
長
禄
二
年
九
条
陶
化
坊
に
生
ま
れ
た
。
祖
父
は
法
名
泰
岳
玄
豊
、
民
部

省
に
仕
え
子
孫
は
百
十
三
人
も
数
え
、
長
享
三
年
正
月
廿
六
日
に
九
十
四
歳
で
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樹

ん
で
い
る
。
父
は
不
明
で
あ
る
が
、
母
に
つ
い
て
は
『
半
幅
文
集
」
（
彦
竜
の
詩
文

集
）
の
「
心
空
貞
香
禅
尼
香
語
」
に
よ
っ
て
大
体
の
人
が
ら
は
知
り
得
る
。
母
は

曹
洞
禅
に
参
じ
る
傍
ら
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
し
て
毎
日
再
編
を
浄
議
し
、
裁
縫
が
上

手
で
和
歌
に
も
堪
能
で
、
文
明
十
五
年
八
月
廿
五
日
五
十
八
歳
で
逝
去
し
て
い

る
。
従
っ
て
彼
は
母
の
三
十
歳
の
時
の
子
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
俗
兄
は
九
条
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
被
官
石
井
河
内
守
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
彦
竜
は
幼
年
時
代
を
近
江
（
詳
細
不
明
）
で
過
ご
し
、
大
乱
を
避
け
て
楠
葉
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

住
し
た
の
は
応
仁
元
年
十
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
伝
宗
寺
で
あ
っ
た
か
も
知
れ

㎝

ぬ
。　

楠
葉
で
は
大
業
と
い
う
老
僧
の
教
え
を
受
け
『
文
集
』
に
「
次
大
業
老
人
句
」

と
題
し
、

　
　
　
　
　
彦
竜
周
興
評
伝

暮
史
消
渇
虚
誕
レ
二

男
二
疾
船
葬

（
訳
）

老
下
面
気
圧
二
秋
冥
一
書
竜
献
燈
二
終
身
臥
一
法
雨
明
年

朝
に
夕
に
史
書
経
書
に
励
み
、
大
業
和
尚
の
壮
気
は
秋
そ
ら
を
圧
す
る
ば
か
り
。

す
ぐ
れ
た
僧
は
生
涯
う
ず
も
れ
ば
せ
ぬ
。
来
年
に
は
雨
を
降
ら
せ
雷
を
と
ど
ろ
か

せ
て
起
ち
上
る
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
作
が
あ
る
。
横
川
景
三
の
『
蒼
薗
集
』
の
「
大
業
住
江
宏
済
江
湖
疏
」
に

”
六
夢
無
二
卓
錐
一
、
智
有
二
余
匁
一
。
寒
駅
冷
案
、
読
書
惜
二
口
余
月
余
一
”
と
あ
る

よ
う
に
、
大
業
i
変
は
孤
高
で
貧
し
く
、
年
老
い
る
ま
で
出
世
し
な
か
っ
た
人
で

あ
る
。
　
一
休
宗
純
が
少
年
の
時
に
参
じ
た
謙
翁
宗
為
の
如
き
僧
だ
っ
た
の
だ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圖

う
。
彦
竜
は
さ
ら
に
二
戸
和
尚
即
ち
胤
仲
和
尚
に
も
教
え
を
受
け
た
ら
し
く
、

”
理
髪
の
と
き
は
楠
葉
、
壮
の
と
き
は
豊
山
（
承
国
寺
）
、
和
尚
皆
教
ふ
べ
き
の

地
に
置
く
。
其
の
恩
為
る
亦
た
大
な
り
。
．
　
（
答
字
江
普
上
司
書
）
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
文
明
五
年
十
六
歳
で
楠
葉
を
去
っ
た
彦
竜
は
何
処
へ
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

万
里
集
九
の
『
梅
花
無
尽
蔵
』
の
「
次
韻
興
彦
竜
菊
詩
」
の
細
注
に
”
干
レ
時
久
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彦
竜
周
興
評
伝

黙
堂
・
興
彦
竜
、
避
二
連
之
乱
一
、
寓
二
尾
之
広
徳
精
舎
曽
”
と
あ
る
の
で
、
師
の
黙

　
　
㎝

堂
祖
久
と
共
に
尾
張
の
広
徳
寺
に
滞
在
し
、
又
前
述
の
「
答
字
彫
普
上
司
書
」
に

拠
っ
て
、
美
濃
に
も
足
を
の
ば
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

　
是
よ
り
先
、
予
前
言
に
著
た
り
し
日
、
老
人
（
右
往
宗
趙
）
偶
ミ
宗
門
第
一
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
さ

　
書
を
講
じ
、
予
も
其
の
席
末
に
侍
す
。
以
て
の
故
に
公
を
知
る
や
卜
し
。
時
に

　
予
歳
僅
か
に
志
学
を
過
る
の
み
。
　
（
悦
雪
字
説
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

と
あ
る
よ
う
に
栢
舟
工
手
の
『
当
芸
録
』
の
講
義
を
聞
い
た
り
、

　
余
、
昔
乱
を
避
け
て
岐
に
寓
せ
し
時
、
魔
斎
利
渉
老
師
在
り
、
余
を
教
ふ
べ
き

　
地
に
置
く
。
亦
た
平
な
ら
ず
や
。
ホ
来
、
師
法
施
を
泉
南
に
移
せ
ば
、
余
も
往

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ら

　
き
て
省
し
、
拝
侍
し
て
一
宿
し
、
詩
を
賦
し
句
を
聯
ぬ
。
　
（
明
下
平
説
）

と
、
利
渉
梅
湊
の
文
学
的
教
え
を
受
け
て
い
る
。
多
分
、
利
渉
が
土
岐
氏
菩
提
寺

の
霊
薬
山
正
法
寺
に
住
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
文
明
十
年
、
廿
一
歳
の
輿
車
は
美
濃
か
ら
帰
京
す
る
が
、
席
の
暖
ま
る
暇
も
な

く
秋
に
再
び
東
下
す
る
。
景
徐
周
麟
は
「
送
三
彦
竜
興
蔵
主
帰
二
東
濃
一
、
兼
用
二
万

里
老
人
一
」
の
七
律
を
送
る
が
、
彦
竜
は
万
里
集
九
の
所
で
は
二
泊
し
た
の
み
で
、

あ
わ
た
だ
し
く
帰
京
す
る
。

　
文
明
十
一
年
夏
、
幼
時
に
遊
び
な
れ
た
二
条
邸
を
訪
れ
た
彼
は
、
邸
の
荒
廃
に

心
を
動
か
し
て
「
遊
二
条
殿
下
泉
亭
詩
」
を
作
る
。
そ
の
序
文
で
ま
ず
園
吏
定
阿

の
歎
き
を
写
し
、
つ
い
で
”
予
怪
く
、
二
面
一
張
は
文
武
の
道
な
り
。
廃
の
興

有
る
は
手
の
二
君
の
如
く
、
海
曼
河
清
は
今
回
の
時
な
り
。
…
…
」
相
貢
し
て
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
し

る
。
邸
躍
藤
花
、
吾
が
曽
を
憶
ふ
有
り
”
と
記
す
。
た
だ
単
に
無
常
の
歎
声
に
埋

没
し
て
し
ま
わ
ず
、
只
今
よ
り
の
復
興
を
信
じ
る
青
年
僧
の
向
上
関
は
す
が
す
が

し
い
。
秋
に
は
五
年
ぶ
り
で
楠
葉
の
大
業
老
禅
を
省
観
し
、
年
末
に
は
「
前
現
翠

黛
仲
禅
師
住
洛
北
真
如
同
門
疏
」
を
述
作
し
た
。
初
め
て
の
製
疏
で
あ
っ
た
ら
し

く
、
実
際
に
入
院
儀
式
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
横
川
景
三
か
ら
”
今
時
の
薙

　
　
　
　
　
　
す
ぐ

萄
四
六
文
よ
り
賢
れ
る
こ
と
遠
し
。
余
胤
仲
の
此
の
挙
有
る
を
聞
き
、
彦
竜
の
此

の
文
有
る
を
見
て
、
歓
排
恒
よ
り
倍
す
。
蓋
し
国
覧
た
る
所
以
な
り
。
”
と
激
賞

さ
れ
た
。
二
十
二
歳
に
し
て
彼
の
文
名
は
と
み
に
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ん
ぼ
つ

　
文
明
十
二
年
、
彦
竜
は
相
国
寺
で
乗
払
を
遂
げ
、
諸
山
の
住
持
と
な
る
基
礎
資

格
を
得
る
。
異
例
の
若
さ
で
あ
っ
た
。
罵
る
年
の
夏
、
五
十
三
歳
の
横
川
景
三
に

従
っ
て
永
源
寺
に
遊
び
、
寂
室
派
の
僧
の
為
に
多
く
の
字
説
を
作
り
、
横
川
や
栢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

舟
の
代
作
ま
で
し
て
健
筆
家
の
名
を
這
い
ま
ま
に
す
る
。
小
倉
半
漁
や
永
原
吉
重

ら
地
方
武
士
と
雅
交
を
結
ん
だ
の
も
こ
の
時
で
あ
っ
た
。

　
文
明
十
四
年
夏
、
彦
竜
は
但
馬
に
旅
立
つ
。
そ
れ
は
彼
の
全
生
涯
に
一
大
転
機

を
も
た
ら
す
行
脚
で
あ
っ
た
。
旅
行
目
的
は
、
三
江
（
現
在
の
豊
岡
市
内
）
祥
雲
寺

　
　
　
　
u
励

の
古
聖
周
瑛
を
諸
寺
に
招
く
為
で
あ
る
。
「
答
祥
雲
堂
上
詩
」
の
序
文
を
少
し
書

き
出
し
、
古
瑠
の
人
と
な
り
を
見
て
み
よ
う
。

　
祥
雲
堂
上
老
人
、
乃
棟
二
干
洛
社
一
而
梁
上
干
吾
門
一
也
。
〈
古
瑠
は
京
の
詩
社
で
も

　
夢
窓
門
派
で
も
主
要
人
物
で
あ
っ
た
V
乱
後
高
二
臥
但
陰
“
、
痛
二
斥
時
勢
一
。
蓋
以
二

　
煙
道
不
レ
古
、
叢
林
不
p
古
也
。
〈
禅
林
が
古
風
を
守
ら
ず
堕
落
し
て
い
る
時
勢
を
非

　
難
し
て
但
馬
に
籠
っ
て
し
ま
っ
た
V
…
…
今
也
及
二
吾
門
牢
落
之
日
一
、
　
而
荷
二
祖

　
宗
一
者
、
不
幸
而
乏
二
其
人
一
。
則
老
人
進
以
尽
二
母
宮
道
一
、
建
其
時
也
。
…
…

　
乃
奉
二
諸
身
命
一
、
詰
獄
官
レ
洛
、
三
日
抵
レ
但
。
実
文
寅
五
月
廿
七
日
也
。
老
人

　
相
見
一
咲
、
如
二
十
年
旧
㌔

二
人
の
害
い
会
う
機
縁
が
熟
し
て
い
た
の
か
、
人
生
観
・
社
会
観
が
語
ら
ず
し
て

通
じ
た
の
か
、
　
一
見
し
て
十
年
の
旧
知
の
如
く
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
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十
五
首
の
う
ち
の
一
は
、

　
有
翁
此
地
豊
非
京
　
翁
有
れ
ば
此
の
地
も
堂
に
京
に
非
ず
や

　
万
戸
何
如
一
識
鋼
　
万
戸
何
ぞ
一
封
刑
に
如
か
ん

　
門
下
従
今
若
容
我
　
門
下
今
よ
り
若
し
我
を
容
れ
ば

　
野
生
自
野
莫
相
驚
　
野
生
自
ら
野
に
し
て
相
ひ
驚
く
こ
と
莫
し

　
（
訳
）
　
翁
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
但
馬
も
京
と
同
じ
、
万
戸
の
都
も
翁
一
人
の
知
己
に
及
び

　
　
　
　
ま
せ
ん
。
門
下
に
加
え
て
下
さ
る
な
ら
、
私
も
野
人
と
な
っ
て
翁
の
超
俗
自
在
の

　
　
　
　
生
活
を
驚
か
ぬ
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

で
、
古
瑠
の
居
の
祥
雲
寺
は
、

　
凡
寺
之
為
レ
境
、
重
囲
早
雪
、
所
謂
人
傑
而
地
霊
若
湯
レ
謳
臭
。
然
而
殿
宇
之

　
制
、
頗
近
大
古
朴
一
。

と
、
境
地
も
規
矩
も
住
持
の
人
が
ら
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
古
史
の
野

風
を
慕
っ
て
門
徒
は
蝟
集
し
、
山
間
に
斧
斤
の
音
が
こ
だ
ま
し
て
い
た
。
彦
竜
は

延
徳
三
年
二
月
作
「
啓
祥
雲
書
」
で
、

　
夫
れ
興
子
（
わ
た
し
）
を
生
む
者
は
父
母
な
り
。
興
子
を
成
す
者
は
祥
雲
老
師

　
な
り
。

と
言
い
切
っ
て
い
る
。
貴
族
化
し
た
五
山
僧
は
遊
宴
に
衆
生
教
化
を
忘
れ
、
只
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

打
坐
を
怠
っ
て
骨
質
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
し
て
い
る
時
代
で
あ
っ
た
。
養
夏
宗
旨
を

は
じ
め
大
徳
寺
禅
を
悪
罵
す
る
こ
と
に
よ
り
、
禅
界
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
た
一

休
宗
純
が
寂
し
た
の
は
、
こ
の
前
年
で
あ
る
。
か
か
る
禅
林
に
ひ
そ
か
に
疑
惑
と

危
惧
を
抱
い
て
い
た
彦
竜
は
、
古
瑠
に
会
っ
て
以
心
伝
心
、
眼
の
鱗
が
落
ち
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
翌
十
五
年
三
月
に
も
、
五
竜
は
但
馬
を
再
訪
す
る
。
今
度
は
一
人
旅
で
は
な

　
　
　
　
　
　
彦
　
竜
　
周
　
興
　
評
　
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α
笥

く
、
天
橋
立
に
行
く
文
成
梵
鷹
が
一
し
ょ
で
あ
っ
た
。
雨
を
衝
い
て
京
を
出
た
彼

は
さ
っ
そ
く
七
絶
を
も
の
す
る
。

　
情
尽
橋
辺
春
雨
斜
　
情
尽
く
る
島
辺
春
雨
斜
な
り

　
征
杉
半
湿
別
愁
加
　
征
杉
半
ば
湿
り
て
別
愁
加
は
る

　
東
風
有
意
莫
吹
落
　
東
風
意
有
ら
ば
吹
き
落
す
莫
か
れ

　
待
我
帰
来
洛
下
職
　
我
が
帰
来
を
待
て
垂
下
の
花

旅
立
ち
の
雨
と
い
え
ば
、
す
ぐ
想
い
浮
か
ぶ
の
は
”
謂
城
朝
雨
聖
君
塵
”
の
七
絶

で
、
彦
竜
は
ま
ず
起
句
に
そ
れ
を
置
き
、
受
寄
に
は
白
楽
天
「
琵
琶
行
」
の
”
江

州
司
馬
征
杉
湿
”
の
詩
情
を
移
す
。
王
維
は
西
域
に
旅
立
つ
友
人
に
”
西
の
か
た

陽
関
を
出
れ
ば
故
人
無
か
ら
ん
”
と
、
慰
め
る
ど
こ
ろ
か
突
き
放
す
こ
と
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
ら
お

て
、
別
愁
の
余
韻
を
強
く
響
か
せ
た
。
そ
れ
は
丈
夫
ぶ
り
の
別
離
で
あ
っ
た
。
し

か
し
彦
竜
は
”
春
雨
”
　
”
征
杉
湿
”
　
”
洛
花
”
と
都
ぶ
り
の
語
を
ち
り
ば
め
、

”
東
風
吹
か
は
匂
ひ
お
こ
せ
よ
”
の
道
真
の
歌
を
転
・
結
の
上
背
に
置
い
て
、
白

詩
風
の
離
京
の
悲
し
み
を
歌
う
の
で
あ
る
。

　
雨
中
三
月
四
日
に
出
京
し
て
六
日
晩
に
は
丹
後
に
入
り
、
土
地
の
禅
僧
の
為
に

「
古
月
字
説
」
を
作
っ
て
や
り
、
七
日
は
船
中
で
文
成
と
句
を
聯
ね
る
う
ち
に
天

橋
立
に
到
着
。
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
三
世
戸
智
恩
寺
の
文
殊
菩
薩
に
参
籠
し
、

七
日
間
「
あ
び
ら
う
ん
け
ん
」
の
五
字
文
殊
呪
を
五
十
万
遍
唱
え
、
　
一
日
に
一

食
、
夜
間
に
一
寝
の
み
と
っ
て
、

　
悪
酔
、
号
外
不
二
求
レ
遡
求
γ
名
、
内
金
臼
恥
自
悔
。
道
念
堅
固
、
実
智
発
明
、

　
破
二
県
外
軍
一
、
透
二
祖
虚
位
一
、
処
々
建
二
法
憧
一
、
怪
々
転
二
法
輪
一
。

と
一
心
に
祈
願
し
、
四
六
文
の
「
発
願
文
」
を
全
霊
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
書
き
上

げ
奉
納
し
た
。
長
い
の
で
そ
の
文
章
は
こ
こ
に
掲
げ
な
い
が
、
在
俗
の
筆
者
で
さ
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彦
竜
　
周
興
評
伝

え
そ
の
堅
固
な
道
心
に
搏
た
れ
る
。

　
十
六
日
に
丹
後
九
世
戸
を
立
っ
て
但
馬
に
向
か
う
二
人
は
、
浮
游
の
”
細
雨
騎

思
入
剣
門
”
　
（
剣
夏
道
中
身
微
雨
）
を
口
ず
さ
み
つ
つ
馬
の
背
に
揺
ら
れ
る
。
そ
し

て
陸
湯
の
こ
の
句
を
題
に
詩
作
し
よ
う
と
約
す
が
、
弘
原
と
い
う
宿
に
着
く
ま
で

二
人
と
も
作
れ
な
か
っ
た
。
文
成
は
、
「
こ
れ
ま
で
詩
文
に
宜
し
き
地
は
多
か
っ

た
の
に
、
疲
れ
は
て
て
一
篇
も
完
成
出
来
な
か
っ
た
」
と
歎
い
て
、

　
馨
れ
仏
家
者
は
、
剰
水
影
山
の
間
、
千
里
も
遠
し
と
せ
ず
し
て
、
師
を
尋
ね
道

　
を
訪
ふ
。
曇
れ
為
す
べ
き
所
な
り
。
吾
暦
の
如
き
、
其
れ
堪
ふ
ぺ
け
ん
や
。
今

　
後
相
ひ
共
に
努
力
せ
ば
之
れ
可
な
り
。

と
告
白
す
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
彦
竜
は
、

　
公
は
真
に
吾
が
友
な
り
。
公
に
非
ず
ん
ば
此
の
語
を
聞
か
ず
。

と
喜
ぶ
の
で
あ
る
。
「
発
願
文
」
を
奉
納
し
て
来
た
彦
竜
の
脳
裏
に
は
、
こ
れ
か

ら
訪
れ
る
古
瑠
周
瑛
の
姿
が
あ
っ
て
、
　
”
千
里
も
遠
し
と
せ
ず
し
て
師
を
尋
ね
道

を
訪
ふ
”
の
文
成
の
語
に
感
激
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
陸
游
の
作
と
い
う
の
は
、

　
衣
上
妄
挙
雑
駄
酒
二
一
　
遠
遊
無
二
処
不
ジ
消
レ
魂
　
此
身
合
二
三
詩
人
一
夕
　
細
雨

　
騎
レ
長
息
二
男
三
一

　
（
訳
）
　
衣
服
の
旅
塵
に
酒
の
し
み
が
ま
じ
り
、
遠
い
旅
路
は
到
る
処
で
心
を
ふ
る
わ
せ

　
　
　
　
た
。
私
に
は
詩
人
の
名
が
ふ
さ
わ
し
い
の
だ
ろ
う
か
、
小
さ
め
に
ぬ
れ
ろ
ば
に
乗

　
　
　
　
っ
て
国
境
の
剣
門
に
入
っ
て
い
く
。

で
あ
っ
て
、
山
越
え
で
但
馬
に
行
く
彦
竜
は
、
自
分
を
陸
游
に
重
ね
合
わ
せ
る
の

で
あ
る
。
右
の
陸
游
の
転
・
結
旬
に
つ
い
て
、
　
一
海
知
義
氏
は
次
の
よ
う
に
説

調
く

　
ロ
バ
で
旅
を
し
、
ロ
バ
の
背
で
詩
句
を
ね
っ
た
有
名
な
詩
人
に
唐
の
李
白
、
鄭

　
桑
、
李
賀
な
ど
が
あ
り
、
第
三
句
の
「
詩
人
」
は
そ
の
連
想
を
ふ
ま
え
て
い

　
る
。
な
お
第
四
旬
の
細
雨
騎
駿
は
、
ふ
つ
う
な
ら
ば
詩
人
に
ふ
さ
わ
し
い
境
地

　
だ
が
、
自
分
は
そ
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
運
命
な
の
だ
ろ
う
か
と
の
歎
息
を
ふ
く

　
む
。
詩
人
と
し
て
の
自
覚
と
、
そ
れ
を
は
ね
の
け
よ
う
と
す
る
気
持
と
の
両
方

　
を
ふ
く
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
　
（
傍
線
筆
者
）

彦
竜
が
一
海
氏
の
よ
う
に
陸
鳥
の
作
を
解
し
た
か
ど
う
か
不
明
だ
が
、
　
”
詩
僧
と

し
て
の
自
覚
と
、
そ
れ
を
は
ね
の
け
て
禅
僧
と
し
て
第
一
義
的
に
道
を
求
め
よ
う

と
す
る
気
持
と
、
両
方
を
胸
に
懐
い
て
但
馬
路
を
旅
し
て
い
っ
た
”
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
あ
と
戻
り
し
て
前
日
の
作
を
読
ん
で
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

馨
瞼
登
時
日
已
斜

山
桜
樹
下
梵
王
家

野
僧
応
是
詩
人
未

今
夜
春
衣
不
宿
花

こ
れ
は
成
相
寺
に
参
詣
し
た
時
の
作
で
、

二
寒
山
一
石
径
斜
　
白
雲
生
処
有
二
人
家
一
”

・
四
句
は
、
西
行
の

望
月
の
こ
ろ
”
を
連
想
さ
せ
る
。

か
ら
の
も
の
で
、
第
三
・
四
句
は
、

　
拙
僧
は
詩
人
に
ふ
さ
わ
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
今
夜
は
春
の
衣
を
着
て
い
る
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
ど
、
（
詩
人
の
よ
う
に
）
花
の
下
に
宿
る
つ
も
り
は
な
い
。

と
い
う
意
味
で
、
夕
陽
の
中
の
寺
を
望
見
し
て
、
禅
僧
と
し
て
の
自
己
を
、
慰
め

て
強
く
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
但
馬
で
の
作
、

険
を
撃
じ
て
登
る
時
　
日
巳
に
斜
な
り

山
桜
の
樹
下
　
梵
王
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
な

野
僧
応
に
詣
れ
詩
人
な
る
べ
き
や
未
や

今
夜
の
春
衣
　
花
に
宿
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
起
・
承
句
は
杜
牧
「
山
行
」
の
”
玉
上

　
　
　
　
　
　
　
を
下
敷
き
に
し
て
お
り
、
さ
ら
に
第
二

“
ね
が
は
く
は
花
の
も
と
に
て
春
死
な
ん
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の

　
　
　
　
そ
し
て
第
三
旬
は
明
ら
か
に
前
述
の
陸
游
の
作
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和
気
恰
如
游
聖
涯
　
和
気
は
恰
か
も
聖
涯
に
遊
ぶ
が
如
く

　
清
談
日
々
到
西
斜
　
清
談
日
々
西
斜
に
到
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
も
あ
ら
ば

　
任
地
三
月
客
中
層
任
地
あ
れ
三
月
客
中
に
尽
く
る
と
も

　
春
在
其
人
不
在
花
　
春
は
其
の
人
に
在
り
て
花
に
は
在
ら
ず

京
を
出
る
時
は
”
待
二
我
帰
来
一
包
下
花
”
と
吟
じ
、
さ
ら
に
”
為
レ
花
野
亦
欲
レ
移

レ
茅
”
　
（
山
房
見
花
）
　
”
句
毎
遇
レ
花
成
”
　
（
愚
子
試
筆
）
　
”
造
次
於
レ
梅
顛
浦
桃
”

（
展
上
巳
後
）
の
よ
う
に
、
　
こ
よ
な
く
花
を
愛
す
る
経
界
で
あ
る
の
に
、
結
句
の

よ
う
に
吟
ぜ
し
む
る
の
は
、
古
瑠
の
宗
風
・
人
格
の
力
で
あ
っ
た
。

　
洛
寺
に
帰
っ
た
彦
竜
は
、
三
十
七
日
間
の
詩
文
を
『
西
遊
藁
』
と
し
て
ま
と

め
、
三
会
院
南
詞
軒
の
月
翁
周
壁
か
ら
、
　
”
何
ぞ
其
れ
歴
日
の
太
だ
趣
く
、
而
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

檎
詞
の
太
だ
多
く
且
つ
工
な
る
や
”
と
激
賞
さ
れ
る
が
、
彦
竜
の
真
摯
な
求
道
心

ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
や

に
は
一
言
半
句
も
触
れ
ぬ
。

　
文
明
十
七
年
は
病
臥
の
う
ち
に
迎
え
る
。
山
城
で
も
大
和
で
も
又
和
泉
堺
南
庄

で
も
、
一
揆
が
頻
発
す
る
が
、
次
の
作
品
は
立
春
の
前
日
に
書
い
た
も
の
、

　
梅
雲
は
予
と
相
反
し
、
造
次
に
も
雪
月
に
於
て
し
、
顛
沸
に
も
風
花
に
於
て

　
す
。
故
に
隻
字
片
言
も
、
言
へ
ば
則
ち
疏
筍
（
坊
主
臭
い
こ
と
）
を
一
洗
す
。
執

　
か
歌
照
せ
ざ
ら
ん
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

病
床
の
彦
竜
は
本
当
に
疏
筍
の
気
の
な
い
梅
香
承
意
の
風
花
雪
月
の
詩
を
羨
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
こ
の
ご
ろ

　
予
頃
者
其
の
行
雲
二
三
策
を
借
る
。
皆
友
愛
交
接
の
間
に
、
蘇
小
書
の
丁
丁
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

　
擬
し
、
黄
太
史
の
艶
詞
に
準
じ
、
以
て
相
ひ
戯
す
る
者
を
為
る
。
会
長
を
手
に

　
も
之
を
口
に
し
、
官
回
醗
覆
す
れ
ば
、
文
と
し
て
捨
処
有
ら
ざ
る
無
く
、
詩
と

　
し
て
悟
入
せ
ざ
る
無
し
。
呼
、
百
千
の
雪
上
・
円
舞
を
重
ぬ
る
と
も
、
焉
ん
ぞ

　
　
　
　
　
　
彦
竜
周
興
評
伝

　
吾
が
梅
芸
を
望
ま
ん
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん

彦
竜
は
梅
雲
の
詩
文
が
雪
寳
重
顕
や
円
悟
克
勤
よ
り
も
秀
れ
て
い
る
と
、
心
そ
こ

考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
、
丹
後
・
但
馬
旅
行
時
の
あ
の
一

大
勇
猛
心
は
一
時
的
な
気
ま
ぐ
れ
で
あ
っ
た
の
か
。

黙
々
神
出
愈
奇
々

持
戒
村
僧
為
気
移

暮
芋
継
詩
朝
盛
手

共
君
携
手
入
泥
梨

　
　
O
艶
詩
1
1
あ
だ
め
い
た
詩
。
宋
の
『
下
士
新
語
』
に
、
　
”
黄
魯
直
ハ
黄
山
谷
）
初
好

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

　
　
作
二
艶
歌
小
心
’
。
道
人
法
秀
謂
「
其
以
冒
一
筆
墨
晦
淫
一
於
二
黒
音
階
一
当
レ
墜
二
泥
梨
之
獄
一
。

　
　
魯
直
自
レ
是
不
二
甚
作
一
。
”
と
あ
る
。
○
泥
梨
H
地
獄
。

厳
し
く
戒
律
を
守
る
彦
竜
は
、
法
秀
円
通
禅
師
の
「
艶
詩
を
作
れ
ば
地
獄
に
落
ち

る
の
は
あ
た
り
ま
え
」
と
い
う
語
を
よ
く
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
拘
ら

ず
艶
詩
を
ロ
に
す
る
の
は
時
勢
に
流
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
“
気
為
に
移
る
”

と
自
覚
的
な
の
だ
か
ら
、
こ
の
詩
は
逆
説
的
表
現
で
あ
ろ
う
か
。

　
認
許
（
黄
山
谷
）
の
破
戒
の
轍
を
踏
ま
ざ
り
し
は
、
蓋
し
天
に
葱
ぢ
地
に
慨
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
諸
公
に
董
つ
る
ゆ
ゑ
な
り
。
…
…
呵
々
。
戯
れ
に
尊
韻
に
依
る
者
三
章
、
柳
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
亦
た
自
ら
遣
る
。
汝
雪
・
友
竹
之
を
何
と
謂
ふ
や
。
見
察
せ
よ
。

傍
点
の
語
に
、
艶
詩
を
口
に
す
る
彦
竜
の
た
め
ら
い
が
表
わ
れ
て
い
る
。

　
十
一
月
十
八
日
作
の
三
首
の
う
ち
二
首
読
ん
で
み
る
。
こ
の
日
は
雪
景
色
を
月

が
照
ら
し
て
い
た
。

　
挙
酒
山
中
三
更
閲
　
酒
を
山
中
に
挙
げ
漏
聞
に
到
り

　
文
琴
丘
ハ
里
美
兼
干
　
文
鋒
兵
埣
干
を
兼
ぬ
る
莫
か
れ

　
　
い
よ

篇
々
愈
ミ
出
で
て
愈
ミ
奇
々

持
戒
の
村
僧
為
に
気
移
る

暮
に
艶
詩
を
虚
し
朝
に
は
艶
父

君
と
共
に
手
を
携
え
て
泥
梨
に
入
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
　
“
黄
魯
直
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彦
竜
　
周
　
興
　
評
伝

　
艶
詞
今
夜
初
開
口
　
艶
種
今
夜
初
め
て
口
を
開
く

　
若
堕
泥
梨
是
八
寒
　
若
し
泥
梨
に
堕
ち
な
ば
盗
れ
八
寒

　
　
○
兵
淳
”
刀
剣
を
や
い
て
水
中
に
じ
ゅ
ん
と
入
れ
る
こ
と
。
○
八
寒
口
八
寒
地
獄

　
　
○
承
句
財
激
し
く
詩
戦
を
い
ど
ん
で
来
る
な
、
と
い
う
意

　
月
従
雪
後
興
何
閾
　
月
は
雪
後
よ
り
し
興
何
ぞ
間
な
る

　
温
言
村
僧
没
渉
干
　
緩
か
に
村
僧
に
到
る
も
渉
干
没
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
握
手
争
如
近
肌
臥
　
手
を
握
る
も
争
で
か
肌
近
く
臥
す
る
に
如
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か

　
逢
之
不
遇
奈
吾
寒
　
之
に
逢
へ
ど
も
不
遇
に
し
て
吾
が
寒
を
奈
ん
せ
ん

さ
き
の
”
野
僧
応
是
詩
人
未
”
と
い
う
禅
僧
と
し
て
の
自
覚
と
、
こ
の
艶
詩
と
を

ど
う
結
び
つ
け
て
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
。
愛
欲
を
あ
か
ら
さ
ま
に
吟
じ
た
一
休

の
『
狂
雲
集
』
を
練
い
た
時
の
疑
団
が
、
こ
こ
で
も
筆
者
に
迫
っ
て
く
る
。
前
記

の
詩
序
の
傍
点
の
語
”
戯
れ
に
”
　
”
聯
か
”
　
”
見
察
せ
よ
”
が
疑
団
を
解
く
鍵
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
に
私
は
彦
竜
の
”
時
代
の
良
心
”
を
見
る
の
で
あ
る
。

　
文
明
十
八
年
正
月
早
々
、
彦
竜
は
近
江
に
遊
ぶ
。

　
余
為
二
僧
雛
一
日
、
寓
二
江
之
南
山
一
者
有
レ
年
夷
。
ホ
来
名
d
趨
－
利
－
奔
－
放
軟
紅

　
香
土
之
間
一
、
頗
似
レ
忘
二
其
旧
一
。
可
レ
不
レ
椀
二
於
心
一
耶
。
丙
午
孟
春
十
日
、
一

　
錫
瓢
然
、
遠
入
湖
山
。
解
法
二
一
二
故
旧
一
、
賀
歳
以
償
二
間
寄
客
罪
一
耳
。

傍
線
の
文
は
、
時
勢
に
流
さ
れ
て
名
利
に
趨
り
、
艶
詩
を
口
に
し
た
自
分
を
恥
じ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
鶴
朋
鷺
友
笑
事
看
　
鴎
朋
混
書
笑
ひ
て
相
看
し

　
湖
上
新
正
来
間
安
　
湖
上
の
新
正
来
り
て
安
を
問
ふ

　
有
心
年
々
総
虚
語
　
約
有
れ
ど
年
々
総
て
虚
語

　
如
今
始
取
釣
魚
竿
　
如
今
始
め
て
取
る
釣
魚
の
竿
を

　
　
○
鴎
朋
鷺
友
n
俗
世
を
超
越
し
た
友
。
○
問
安
“
尊
長
の
人
の
安
否
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

彦
竜
が
安
を
問
う
た
一
人
は
崇
寿
寺
の
竜
室
玄
珠
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
は
先
年
と

も
に
丹
後
に
旅
し
た
文
成
民
訴
の
師
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
落
ち
つ
い
て
静
養
す
る
間
も
な
く
、
二
月
九
日
に
は
東
雲
景
岱
ら
と
共
に
、
宇

治
か
ら
奈
良
に
旅
行
す
る
。
東
雲
は
滋
野
井
煎
種
の
弟
で
伊
勢
貞
宗
の
猶
子
と
な

っ
た
人
で
、
こ
の
時
は
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
彦
竜
は
各
地
で
同
行
の
僧
と
共
に
詩

を
賦
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
時
流
に
押
し
流
さ
れ
た
凡
作
で
あ
る
。
六
月
に
は

東
福
寺
檀
越
紛
争
が
あ
り
、
彦
竜
は
九
条
家
の
為
に
奔
走
す
る
が
、
宿
病
に
悩
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
て
葛
川
に
参
籠
す
る
。
し
か
し
、
七
月
に
は
遊
初
軒
の
詩
会
と
宴
席
に
連
な

り
（
五
日
）
鹿
苑
院
施
食
回
向
に
列
し
（
十
五
日
）
、
秋
に
は
再
び
但
馬
に
歩
を
運

ぶ
の
で
あ
っ
た
。

　
某
啓
す
。
今
年
三
十
、
生
れ
て
乱
世
に
在
り
。
東
西
に
漂
泊
し
、
交
わ
る
べ
き

　
者
皆
江
湖
の
名
士
也
。

に
始
ま
る
「
与
レ
人
絶
交
書
」
は
、
文
明
十
九
年
秋
に
書
か
れ
た
。
　
”
公
（
絶
交

の
相
手
）
と
は
十
年
前
江
東
で
談
笑
し
、
今
年
は
又
私
を
病
室
に
訪
ね
て
く
れ

て
、
親
密
度
を
増
し
た
。
二
人
は
こ
の
よ
う
に
宿
墨
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
私
は
公

に
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
”
と
、
ま
ず
禅
林
の
弊
風
か
ら
説
き
は
じ
め
る
こ
の
書

は
、
彼
の
禅
思
想
を
知
る
為
に
、
詳
説
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
方
今
叢
林
の
不
振
は
、
某
の
如
何
と
も
す
る
無
き
の
み
。
近
世
一
種
の
邪
説
有

　
り
。
是
れ
道
の
轟
た
り
。
…
…
二
三
の
有
志
の
士
、
往
々
之
が
誘
ふ
所
と
為

　
り
、
他
家
の
整
裡
物
と
な
る
。
惜
む
べ
し
。

禅
界
堕
落
の
原
因
は
只
管
打
坐
の
衰
退
で
は
な
く
、
邪
説
の
流
行
に
あ
り
と
彦
竜

は
断
じ
る
。
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邪
説
と
は
遜
れ
何
ぞ
、
一
家
伝
授
の
句
参
話
会
、
謎
子
訣
の
禅
な
り
。
実
は
一

　
人
の
悪
言
に
し
て
、
天
下
の
公
言
に
非
ざ
る
な
り
。

　
　
○
迷
子
訣
”
生
き
方
に
迷
う
子
を
導
く
方
法
。
『
小
門
関
』
十
五
に
、
獅
子
画
讃
迷
子

　
　
訣
と
あ
る
。
転
じ
て
父
が
子
に
密
旨
を
口
伝
す
る
こ
と
。
こ
の
頃
の
謎
子
訣
に
つ
い
て

　
　
は
『
翰
林
萌
勤
皇
』
の
「
横
川
住
景
徳
山
門
疏
」
や
巻
四
の
鳳
叔
輝
公
に
与
え
た
詩
序

　
　
に
も
論
じ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
大
要
を
知
り
得
る
。

続
い
て
彦
竜
は
禅
宗
史
に
言
及
し
、
大
慧
宗
果
が
『
碧
巌
録
』
を
焼
い
た
不
立
文

字
を
挙
揚
す
る
。

　
然
り
と
錐
も
、
仏
祖
法
門
を
建
立
す
と
も
、
小
玉
の
檀
二
道
は
ざ
れ
ば
之
無

　
　
　
　
つ
と

　
し
。
某
力
め
て
其
の
弊
を
救
ふ
。

文
脈
か
ら
言
え
ば
、
彦
竜
は
「
不
立
文
字
を
守
っ
て
何
も
言
わ
な
か
っ
た
ら
、
仏

祖
の
法
門
も
何
も
か
も
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
弊
を
救
う
た
め
に
は
、
小
玉

の
二
郎
の
言
（
艶
詩
）
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
茶
裡
飯
裡
に
挙
足
下
足
に
、
大
自
在
を
得
、
大
快
活
を
得
、
其
の
余
を
推
し
て

　
以
て
人
の
為
に
せ
ば
、
則
ち
詩
に
入
り
文
に
入
り
、
花
を
成
し
柳
を
成
し
、
或

　
る
時
は
経
史
子
集
、
或
る
時
は
仏
経
祖
録
を
ば
、
説
き
得
る
も
好
し
、
説
き
得

　
ざ
る
も
好
し
。

私
は
先
に
つ
い
筆
の
は
ず
み
で
”
禅
界
堕
落
の
原
因
は
只
管
打
坐
の
衰
退
で
は
な

く
”
と
書
い
て
し
ま
っ
た
が
、
右
の
傍
点
に
よ
っ
て
、
そ
の
誤
記
を
訂
正
せ
ね
ば

な
る
ま
い
。
次
に
彦
竜
の
筆
は
一
転
し
て
、
相
手
の
攻
撃
に
移
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
公
の
生
長
す
る
所
は
一
方
の
計
数
、
名
を
籍
く
所
は
国
初
の
叢
林
、
方
外
に
し

　
て
漢
問
に
則
る
。
話
の
意
、
語
の
位
は
叢
林
諸
軍
の
知
ら
ざ
る
所
な
り
。
其
れ

　
此
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
公
異
時
に
瑞
世
せ
ば
、
身
は
叢
林
に
在
り
て
、
叢
林
を

　
　
　
　
　
　
彦
竜
　
周
　
興
　
評
　
伝

　
指
し
て
持
場
賢
路
と
為
し
、
一
言
半
句
を
以
て
葛
藤
椿
を
口
授
面
伝
し
、
奇
貨

　
居
る
べ
し
と
為
す
。
自
ら
欺
き
人
を
欺
く
こ
と
必
せ
り
。
故
に
某
を
賦
す
る
に

　
剃
頭
の
俗
人
の
如
く
し
、
逢
ひ
て
論
ず
る
は
、
大
に
し
て
は
史
漢
書
礼
、
小
に

　
し
て
は
文
章
詩
句
な
り
。
鳴
呼
、
心
に
悦
ぢ
ざ
ら
ん
や
。

絶
交
の
相
手
は
建
仁
寺
に
掛
錫
す
る
学
問
僧
で
、
肥
豆
の
顔
を
見
さ
え
す
る
と
、

史
記
漢
書
の
歴
史
書
や
書
経
回
記
の
五
経
、
そ
れ
に
文
章
詩
句
の
こ
と
ば
か
り
論

じ
る
人
物
で
あ
っ
た
。

　
公
の
見
解
を
見
る
に
、
未
だ
常
流
を
出
ず
し
て
自
ら
力
を
着
く
る
能
は
ず
、
且

　
つ
盲
を
流
し
て
旧
く
、
「
禅
話
に
到
り
て
は
、
則
ち
紫
野
参
学
の
外
に
、
復
た

　
人
有
る
こ
と
無
し
」
と
。
あ
あ
、
何
と
思
は
ざ
る
こ
と
の
甚
だ
し
き
や
。

旧
師
は
”
今
之
叢
林
者
、
何
人
所
二
成
號
一
之
叢
林
乎
。
遮
光
・
恵
日
・
大
覚
・
正

覚
”
と
、
日
本
禅
宗
の
常
流
を
栄
西
・
円
ホ
・
鳥
目
・
夢
窓
に
在
る
と
考
え
て
い

る
の
に
、
　
”
公
”
は
紫
野
大
徳
寺
の
禅
話
を
重
ん
じ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ

に
禅
の
大
木
を
喰
う
虫
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
ら

　
某
、
叢
林
に
在
ら
ず
し
て
此
の
身
を
終
ら
ば
則
ち
已
む
。
通
ざ
れ
ば
則
ち
手
に

　
曝
し
て
宗
円
を
扶
育
し
、
切
歯
し
て
道
轟
を
駆
逐
す
る
は
是
れ
職
分
な
り
。

　
公
、
荘
子
孟
子
茄
子
瓠
子
を
以
て
、
叢
林
成
概
の
意
を
為
す
。
亦
た
大
圏
な
ら

　
ず
や
。

　
　
　
　
　
　
　
㈱

『
日
録
』
に
よ
る
と
、
そ
の
頃
荘
子
の
講
莚
が
屡
々
開
か
れ
て
流
行
し
て
お
り
、

彦
竜
は
語
呂
を
あ
わ
せ
て
茄
子
や
瓠
子
ま
で
も
付
け
加
え
、
学
問
ひ
い
て
は
謎
子

下
の
禅
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
す
禅
僧
を
、
椰
楡
的
に
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
一

休
宗
純
が
『
自
戒
集
』
に
潤
て
大
徳
寺
の
養
曼
一
派
を
痛
罵
し
た
の
と
、
軌
を
一

に
す
る
。
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彦
竜
　
周
興
評
　
伝

　
某
の
師
事
す
る
所
の
一
二
の
尊
宿
も
、
名
は
是
の
徒
の
如
く
あ
れ
ど
、
仏
法
の

　
為
に
は
罪
人
な
り
。
誉
れ
某
の
此
に
忍
び
ざ
る
所
以
な
り
。

と
、
彦
竜
の
義
憤
は
絶
交
の
相
手
に
止
ま
ら
ず
、
自
分
の
師
僧
に
ま
で
及
ぶ
。
そ

れ
が
具
体
的
に
誰
を
指
す
の
か
確
か
め
る
す
べ
も
な
い
が
、
彼
の
強
い
正
義
感
と

頑
固
さ
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　
長
享
二
年
三
十
一
歳
の
元
旦
の
「
和
徳
大
寺
内
府
試
筆
韻
」
の
七
絶
と
序
に

は
、
彦
竜
の
文
学
観
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
書
き
下
し
て
お
こ
う
。

　
本
朝
は
乃
ち
東
海
文
物
の
国
な
り
。
古
に
在
り
て
之
を
視
れ
ば
、
詩
を
以
て
世

　
に
鳴
り
文
を
以
て
家
を
起
す
者
は
、
皆
台
閣
中
の
人
に
て
、
光
を
国
史
に
正
々

　
と
す
。
王
室
中
暑
し
て
諸
侯
争
ひ
起
り
、
ホ
よ
り
文
者
一
再
・
武
者
衆
角
、
風

　
月
主
無
し
。

徳
大
寺
右
辺
を
意
識
し
て
の
文
章
だ
が
、
公
家
中
心
の
文
学
史
観
は
、
当
時
の

一
般
的
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
”
王
室
中
心
”
は
鎌
倉
時
代
以
降
を
さ

す
。　

唯
だ
方
外
に
遊
ぶ
者
の
み
一
吟
一
粒
し
、
物
に
寓
し
て
懐
を
遣
り
、
已
む
を
得

　
ざ
れ
ば
則
ち
往
々
章
を
成
し
編
を
成
す
者
有
り
。
然
り
と
錐
も
疏
筍
の
気
、
椒

　
桂
の
韻
、
朝
廷
の
上
に
置
く
べ
か
ら
ず
。

前
年
の
「
与
人
絶
交
書
」
で
、
　
”
某
今
日
乃
叢
林
後
生
也
。
明
口
乃
誉
旧
也
尊
宿

也
。
豊
有
下
対
二
叢
林
尊
宿
一
、
而
薄
二
叢
林
一
覧
レ
無
二
仏
法
一
、
徒
把
「
玩
離
無
筆
刻

一、

?
�
|
没
宗
風
一
旦
上
乎
哉
。
”
　
（
い
た
ず
ら
に
詩
文
に
凝
っ
て
、
宗
風
の
堕
落
す
る
の

を
看
過
出
来
ぬ
）
と
述
べ
て
い
た
彦
竜
で
あ
っ
た
の
に
、
　
こ
の
序
で
は
”
跳
筍
の

気
”
を
卑
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
禅
詩
と
は
本
来
、
自
己
の
悟
境
を
表
現
す
る

も
の
な
の
だ
か
ら
、
　
”
疏
筍
の
気
”
は
自
ら
文
字
と
な
っ
て
表
わ
れ
、
そ
れ
は
当

然
の
事
で
あ
る
。
彼
は
”
向
上
一
着
、
行
住
坐
臥
、
歴
々
可
レ
験
。
学
者
至
レ
此
、

得
二
些
子
カ
一
、
則
詩
也
文
也
、
不
レ
学
而
伝
　
。
”
　
（
呈
桃
源
書
）
と
、
平
常
心
是

道
を
会
得
す
れ
ば
、
詩
文
は
自
ら
成
る
と
も
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の

に
”
疏
筍
毒
気
伝
導
之
韻
、
不
レ
可
レ
置
’
一
理
朝
廷
之
上
一
戻
”
と
言
う
の
は
、
徳
大

寺
実
淳
を
称
揚
す
る
為
の
、
単
な
る
謙
譲
の
語
と
し
て
看
過
出
来
な
い
。
文
学
観

に
於
て
も
、
禅
僧
と
し
て
の
当
為
（
↑
呈
桃
源
書
）
と
、
歴
史
的
現
実
的
風
潮
（
↑

和
徳
大
寺
内
府
試
筆
韻
序
）
と
の
矛
盾
が
、
同
時
的
に
内
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
日
録
』
を
見
る
限
り
で
は
、
こ
の
年
も
豆
偏
は
作
詩
・
聯
句
に
口
々
を
過
ご

す
。
は
じ
め
の
半
年
の
記
述
を
拾
い
出
し
て
み
る
と
、

　
凄
涼
軒
で
聯
句
（
二
・
廿
三
）
鞍
馬
寺
看
花
詩
会
（
二
・
馬
鞭
）
仙
館
院
詩
会
（
三

　
・
廿
一
）
常
喜
軒
斎
会
（
五
・
四
）
勝
定
院
詩
会
（
五
・
五
）
金
閣
詩
会
（
五
．
九
）

　
恰
雲
軒
詩
会
（
五
・
十
六
）
葛
川
参
籠
、
帰
途
に
石
山
寺
参
詣
（
六
・
十
四
）
蔭

　
涼
軒
聯
句
（
六
・
廿
四
）
蔭
詩
聖
聯
句
（
六
・
惜
）

　
『
日
録
』
の
筆
者
亀
泉
集
証
の
見
聞
に
入
ら
な
い
彦
竜
の
行
動
を
も
考
え
合
わ

す
と
、
彼
の
日
常
生
活
が
ほ
ぼ
推
察
出
来
る
。
む
ろ
ん
文
雅
に
出
席
し
な
い
時
刻

に
は
参
禅
に
努
め
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
行
道
は
記
録
の
上
に
は
表
れ
ぬ
。
蔭
涼

軒
主
の
亀
泉
は
、
蘭
披
・
琴
叔
・
横
川
・
桃
源
・
春
陽
・
景
徐
・
彦
竜
・
東
雲
を

”
八
仙
”
と
称
し
て
い
る
が
（
『
日
録
」
長
享
二
、
二
、
十
九
）
、
詩
会
を
成
功
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
に
は
こ
の
人
達
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
彦
竜
自
ら
が
望
ん
で
、

処
々
の
詩
会
に
出
席
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
。
確
か
に
二
月
廿
三
日
の
付
句
な
ど

を
読
む
と
（
拙
著
『
五
山
詩
史
の
研
究
」
四
三
二
頁
参
照
）
彼
の
非
凡
な
文
才
が
よ
く

わ
か
る
。

　
長
享
三
年
元
日
、
蔭
涼
軒
書
院
の
宴
席
に
出
た
母
野
は
、
十
四
日
に
も
同
軒
を
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訪
れ
句
を
連
ね
る
。

　
1
賓
尊
二
盃
万
糞

　
3
夢
穏
安
レ
巣
鳥

　
5
梅
畑
二
南
北
暖
一

　
7
紅
会
自
レ
二
百

　
9
僧
竜
云
瑞
世

（
亀
泉
）

（
芳
洲
）

（
丹
銅
）

（
彦
竜
）

（
茂
叔
）

2
甘
楽
二
竹
千
正
一

4
歌
漏
出
レ
谷
鶯

6
柳
弄
昨
今
晴

8
素
交
無
二
沢
煮
一

10

l
鳳
共
登
瀟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
○
竹
1
1
酒
の
名
の
竹
葉
を
も
い
う
。
劉
禺
錫
「
憶
江
南
」
に
無
性
竹
葉
酔
尊
前
と
あ
り

　
　
尊
は
酒
だ
る
。
○
千
正
1
1
千
年
の
正
月
。
同
じ
音
の
千
膓
（
何
ば
い
も
）
千
成
（
永

　
　
久
）
を
連
想
さ
せ
る
○
出
谷
鶯
口
詩
経
の
語
で
、
不
遇
の
地
位
か
ら
世
に
出
る
喩
。

　
　
『
日
録
』
に
よ
る
と
、
こ
の
日
、
尾
州
か
ら
三
三
が
亀
泉
に
贈
ら
れ
て
い
る
○
三
分
南

　
　
三
冠
1
1
『
白
孔
六
帖
』
の
、
大
東
嶺
上
梅
、
南
枝
落
北
蓋
開
に
よ
る
○
僧
竜
剣
竜
の
如

　
　
く
秀
れ
た
僧
、
彦
竜
を
意
識
し
た
語
。

彦
竜
の
脇
句
は
盃
に
対
し
て
”
竹
”
葉
を
付
け
て
主
坐
の
亀
泉
を
祝
い
、
　
”
柳
は

昨
今
の
晴
天
を
楽
し
む
”
と
い
う
第
六
句
は
、
昌
子
の
句
に
且
々
正
確
に
対
し
て

お
り
、
書
聖
の
語
は
う
ら
ら
か
な
陽
光
に
配
す
る
に
妙
で
あ
る
。
第
七
句
は
一
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

し
て
聯
句
の
席
を
祝
福
す
る
。
　
”
花
紅
柳
緑
”
に
よ
っ
て
第
六
句
に
連
ね
た
の
で

あ
ろ
う
。
『
日
録
』
に
よ
る
と
、
此
の
年
も
各
所
の
文
雅
の
会
に
列
な
り
、
秋
に

は
再
び
奈
良
に
行
く
。

　
延
徳
初
元
己
酉
秋
、
余
病
に
臥
し
日
有
り
、
百
薬
も
験
な
し
、
診
幽
す
る
者
日

　
く
、
「
遵
ふ
所
は
他
無
し
。
積
気
散
ぜ
ざ
る
な
り
。
腰
脚
の
頑
を
散
ず
れ
ば
、

　
則
ち
万
に
一
の
効
有
ら
ん
」
と
。
是
に
於
て
笠
と
騙
を
借
り
、
又
城
南
に
遊

　
ぶ
。
　
（
南
遊
三
詩
）

旅
行
が
足
腰
の
凝
り
を
ほ
ぐ
す
の
に
効
が
あ
る
と
勧
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
出
京
九
里
歩
松
風
　
京
を
出
て
九
里
松
風
に
歩
め
ば

　
　
　
　
　
　
彦
竜
　
周
興
評
伝

（
彦
竜
）

（
風
蝕
）

（
野
路
）

（
亀
泉
）

（
芳
洲
）

　
　
、

　
鐘
我
知
音
答
半
空
　
鐘
は
我
が
知
音
に
し
て
半
空
に
答
ふ

　
東
大
々
哉
唯
一
仏
　
東
大
は
大
な
る
か
な
唯
一
仏

　
山
花
如
錦
満
林
風
　
山
花
は
錦
の
如
し
満
林
の
風

　
　
〇
九
里
1
1
国
鉄
時
刻
表
に
よ
る
と
京
都
奈
良
間
は
四
一
・
七
キ
ロ
つ
ま
り
約
十
里
、
九

　
　
里
松
は
松
の
名
で
漸
江
省
の
西
湖
に
あ
る
。
頁
島
「
送
僧
帰
天
台
」
に
、
山
門
九
里
松

　
　
と
あ
る
。
○
知
音
月
心
の
友
『
従
容
録
』
に
此
道
三
三
、
知
音
可
嘉
と
あ
る
。
○
唯
一

　
　
仏
”
顕
密
の
諸
教
は
す
べ
て
大
日
如
来
の
一
・
時
一
処
一
家
に
帰
す
る
。
こ
こ
は
東
大
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
の
大
仏
。
○
山
花
如
錦
1
一
『
碧
写
録
』
六
一
の
、
花
籏
々
顧
命
々
に
よ
る
。
万
法
の
垢

　
　
染
の
な
い
さ
ま
。

一
見
す
れ
ば
”
疏
筍
の
気
”
の
無
い
俗
詩
の
よ
う
で
あ
る
が
、
語
注
に
示
し
た
頁

島
や
禅
録
の
用
例
を
念
頭
に
置
き
、
素
乾
を
”
半
ば
空
”
と
読
ん
だ
り
す
る
と
、

や
は
り
凡
作
で
な
い
事
を
知
る
。

　
彦
竜
三
十
三
歳
の
延
徳
二
年
冬
、
賢
聖
軒
を
は
じ
め
諸
院
の
宴
席
や
詩
会
に
出

席
し
た
記
事
が
『
日
録
』
に
頻
出
し
、
閏
八
月
、
泉
南
の
海
会
費
や
円
通
寺
を
訪

ね
る
。
こ
の
地
は
養
聖
書
願
ら
大
徳
寺
派
が
瞳
子
訣
の
禅
を
弘
め
た
所
で
あ
り
、

一
休
宗
純
や
南
江
宗
況
が
自
在
超
脱
の
生
活
を
送
っ
た
所
で
あ
る
。

　
話
は
横
道
に
そ
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
彦
竜
と
一
休
と
は
全
く
無
関
係
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
彦
竜
の
『
半
陶
文
集
』
に
「
題
画
」
と
い
う
七
絶
が
あ
り
、
そ
の

題
の
下
に
、
　
”
浸
れ
墨
斎
老
人
の
戯
筆
な
り
、
老
人
の
余
に
於
け
る
、
忘
年
な

り
、
忘
形
な
り
”
と
い
う
細
注
が
あ
る
。
画
才
に
富
み
、
彦
竜
と
年
令
や
地
位
を

超
越
し
た
交
際
を
結
ぶ
墨
斎
と
い
う
の
は
、
一
休
宗
純
の
弟
子
の
戸
隠
旦
夕
の
こ

と
で
、
薪
の
酬
恩
庵
や
磨
駿
庵
に
住
し
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
延
徳
二
年
、
墨

斎
は
入
京
し
て
彦
崎
と
往
来
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
彦
竜
は
、
”
墨
斎
老
人
、
先
レ

是
入
レ
洛
、
一
往
一
来
、
相
蛍
窓
県
有
二
三
生
旧
縁
欄
者
上
”
と
い
う
詩
序
を
作
っ
て
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彦
竜
周
興
「
評
伝

い
る
。

　
さ
て
彦
竜
の
約
五
十
日
間
の
泉
南
滞
在
は
、
殆
ん
ど
風
雨
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
、

善
慶
院
の
天
言
為
瀧
の
詩
会
に
出
た
り
、
『
古
文
真
電
』
の
講
席
を
開
い
た
り
し

　
伽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囲

て
九
月
九
日
に
帰
京
し
、
亀
泉
論
証
に
堺
で
の
詩
文
一
巻
を
見
せ
る
。
一
首
だ
け

あ
げ
て
お
く
。

　
　
　
海
寺
下
洛
客

　
海
面
相
逢
一
轍
春
　
海
事
に
相
ひ
逢
へ
ば
一
期
の
春

　
燗
波
未
必
隔
京
塵
　
姻
波
未
だ
必
ず
し
も
京
塵
を
隔
て
ず

　
座
中
尽
寒
心
雲
客
　
座
中
尽
く
揺
れ
藻
潮
の
客

　
沙
上
白
鴎
佳
主
人
　
沙
上
の
白
鴎
は
佳
き
主
人

　
　
○
海
鳥
”
乾
三
士
曇
の
開
い
た
宿
松
山
理
会
寺
。
○
燗
波
H
も
や
の
か
か
っ
た
水
面
。

　
　
　
　
　
へ
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
崔
顯
「
黄
鶴
楼
」
に
嬉
嬉
江
上
誰
人
愁
と
あ
る
。
○
青
雲
客
1
1
隠
逸
の
人
。
李
白
「
書

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
懐
」
に
一
恭
青
雲
客
二
登
黄
鶴
楼
と
あ
る
。
○
白
鴎
H
無
心
を
象
徴
す
る
鳥
。
李
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
「
江
上
吟
」
に
仙
人
有
待
乗
黄
鶴
　
海
客
無
心
随
白
鵬

黄
鶴
楼
に
関
連
す
る
語
を
さ
り
げ
な
く
重
ね
、
海
寺
の
脱
俗
の
暢
心
を
吟
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

泉
南
に
閑
居
し
た
南
江
仕
置
の
『
漁
庵
小
稿
』
に
も
鵬
の
詩
語
が
多
い
が
、
幕
府

の
権
力
体
制
か
ら
独
立
し
て
自
由
の
気
の
澱
る
こ
の
地
を
う
た
う
に
は
、
　
”
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
ω

鴎
”
の
語
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
十
二
月
に
は
慶
甫
宗
誕
の
為
に
「
妙
興

寺
入
寺
山
門
疏
」
を
作
っ
て
い
る
。

　
延
徳
三
年
正
月
十
六
日
、
雲
竜
は
友
竹
妙
華
と
共
に
伊
勢
参
宮
の
旅
に
出
る
。

病
身
な
の
に
頻
々
と
旅
杖
を
手
に
す
る
の
は
、
「
腰
脚
の
頑
を
散
ず
れ
ば
万
に
一

の
効
有
ら
ん
」
の
診
断
を
信
じ
て
で
あ
ろ
う
か
。
金
運
愚
管
を
訪
ね
る
の
も
目
的

の
一
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
四
月
十
四
・
十
五
両
日
の
『
日
録
』
に
彦
竜
転
位
（
首

座
に
昇
進
す
る
こ
と
）
に
つ
い
て
気
に
な
る
記
事
が
あ
る
。

　
彦
竜
転
位
の
由
之
を
聞
く
。
若
し
官
銭
を
出
さ
る
れ
ば
恰
好
な
ら
ず
。
上
聞
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
つ

　
達
し
て
転
位
す
れ
ば
然
る
べ
き
由
功
叔
に
面
す
。
重
語
返
答
し
て
云
く
、
　
「
方

　
丈
造
営
の
義
に
就
き
、
官
銭
の
事
白
し
定
む
る
上
は
、
台
聴
に
達
す
る
に
及
ば

　
ず
」
と
。
官
銭
を
出
さ
る
る
は
恰
好
な
ら
ず
。
此
の
分
彦
竜
に
達
せ
ら
れ
、
方

　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
丈
官
銭
を
遣
変
、
上
意
を
以
て
転
位
有
る
が
尤
も
然
る
べ
し
。
彼
の
雪
上
は
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ロ
つ

　
前
に
陞
座
禅
客
の
時
、
委
曲
相
公
に
聞
す
。
然
れ
ば
一
級
の
事
を
還
す
べ
き

　
事
、
枝
を
折
る
類
な
り
。

功
叔
周
全
は
転
位
に
当
り
方
丈
建
設
費
を
納
め
る
事
は
決
定
ず
み
だ
と
主
張
し
、

亀
泉
は
、
彦
竜
は
陞
座
乗
払
や
問
禅
の
役
を
果
た
し
て
い
る
の
で
、
宮
社
を
納
め

て
転
位
す
る
事
は
”
不
恰
好
”
だ
と
反
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
禅
林
の
地
位
が

金
銭
で
左
右
さ
れ
る
に
が
に
が
し
い
実
例
だ
が
、
禅
院
で
の
か
か
る
官
銭
収
入
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

幕
府
財
政
を
大
き
く
支
え
て
お
り
、
彦
竜
も
か
か
る
禅
林
体
制
か
ら
逃
れ
る
事
は

出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
う
決
着
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
”
三
一
来
会
馬
「
今

朝
転
一
為
位
於
後
気
一
．
」
不
レ
面
レ
之
”
　
（
十
七
日
）
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
後
版
首
座

に
昇
っ
て
い
る
。
以
後
、
彦
竜
の
病
状
は
悪
化
、
腹
中
に
腫
瘍
が
出
来
て
い
る
の

に
、
　
大
智
院
即
ち
足
利
義
視
の
中
陰
満
願
仏
事
に
禅
客
を
勤
め
（
二
、
廿
四
）
十

四
歳
の
若
君
の
順
調
の
役
を
勤
め
る
な
ど
（
四
、
廿
一
）
無
理
に
無
理
を
重
ね
、
六

月
三
日
巳
刻
、
三
十
四
歳
の
若
さ
で
示
寂
し
た
の
で
あ
る
。
三
条
西
実
隆
は
”
問

出
之
雄
愚
慮
。
可
惜
個
々
”
と
哀
惜
し
蔭
涼
軒
主
亀
画
集
証
は
、
　
”
誠
宗
門
不
幸

也
。
”
と
悲
し
み
、
景
徐
周
麟
は
辺
抑
翼
竜
濫
然
、
叢
林
如
レ
失
転
得
右
手
一
、
実
吾

輩
不
幸
也
。
”
　
（
答
友
竹
蔵
主
）
と
歎
き
、
月
翁
春
信
は
、

　
自
駐
車
被
ワ
葬
二
北
郎
山
一
　
風
月
亦
閑
花
甲
閑
　
白
玉
楼
成
呼
不
レ
返
　
愁
声
秋
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早
碧
梧
間

　
　
○
北
邨
山
“
墓
地
○
白
玉
楼
肘
文
人
の
死
。
○
碧
梧
1
1
鳳
冨
の
す
む
木
。

と
悼
み
、
院
僧
は
み
な
之
に
和
し
た
。
月
翁
の
悼
詩
の
承
・
転
句
で
も
わ
か
る
よ

う
に
、
同
時
代
の
禅
僧
た
ち
は
彦
竜
の
文
学
的
才
能
（
作
詩
、
聯
句
、
四
六
疏
、
法
語
）

を
惜
し
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
第
一
義
た
る
禅
定
を
た
た
え
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

室
町
時
代
末
期
の
歴
史
的
空
問
を
考
え
れ
ば
致
し
方
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
彼
の
禅

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

僧
的
良
心
に
苦
し
ん
だ
生
涯
を
思
う
と
痛
々
し
い
。

あ
　
と
　
が
　
き

　
彦
幹
周
興
が
生
ま
れ
た
長
禄
二
年
に
、
一
休
宗
純
は
六
十
五
歳
で
、
一
休
が
批
難

罵
倒
し
た
義
夏
宗
頸
が
没
し
て
い
る
。
　
一
休
の
『
狂
雲
集
』
は
、
悟
得
と
破
戒
、

超
俗
と
生
々
し
い
現
実
、
自
信
と
自
己
嫌
悪
等
、
相
反
す
る
も
の
が
共
存
し
、
森

侍
者
と
の
赤
裸
々
な
愛
欲
を
う
た
う
大
へ
ん
な
詩
偶
集
で
あ
っ
て
、
私
ご
と
き
凡

俗
は
一
休
の
詩
精
神
、
禅
の
本
質
は
と
て
も
理
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
彦
竜

も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
矛
盾
的
詩
精
神
を
有
す
る
人
で
あ
っ
た
。
「
与
人
絶
交

書
」
の
禅
骨
と
”
暮
踊
艶
詩
朝
艶
紅
　
共
君
携
手
入
泥
梨
”
の
詩
心
の
両
極
を
内

在
す
る
人
で
あ
っ
た
。
一
休
は
林
下
に
在
っ
て
腐
敗
せ
る
影
写
に
告
鐘
を
乱
打
し

た
が
、
彦
竜
は
貴
族
的
閉
鎖
的
叢
林
で
道
心
を
貫
徹
し
よ
う
と
し
、
結
果
的
に
は

時
勢
の
潮
流
に
巻
き
こ
ま
れ
天
折
し
て
し
ま
っ
た
。
私
が
彦
竜
周
興
を
も
う
一
度

論
じ
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
は
、
彼
に
”
時
代
の
良
心
”
を
見
出
し
た
か
ら
で
あ

り
、
不
可
解
の
一
休
像
を
周
辺
か
ら
洗
い
出
し
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な

お
、
注
で
禅
僧
の
経
歴
を
や
や
冗
長
に
書
い
た
の
は
、
彦
竜
の
生
き
た
史
的
場
を

　
　
　
　
　
　
彦
竜
周
興
評
伝

少
し
で
も
映
し
出
し
た
い
意
図
か
ら
で
あ
る
。

注
ω（3） （2）傾（5）（7） （6）（8）（10） （9）

『
蔭
涼
軒
日
録
』
長
享
三
年
正
月
廿
七
日
、
廿
九
口
、
同
年
二
月
廿
一
日
、
廿
六

日
、
及
び
廿
八
日
の
条
。

『
半
陶
文
集
』
の
「
啓
三
塁
書
に
」
　
”
抑
三
生
三
三
坊
”
と
あ
る
。

『
半
陶
藁
』
冒
頭
の
「
古
岩
大
祥
忌
」
の
拮
香
法
語
が
、
彦
竜
の
亡
父
の
為
の
も
の

ら
し
い
が
不
明
。

注
ω
の
『
日
録
』
に
よ
る
。
『
実
隆
公
記
』
（
永
正
十
七
、
正
、
十
七
）
に
”
石
井
河

内
守
来
”
の
記
事
が
あ
る
。

『
半
陶
文
集
』
（
以
下
『
文
集
』
と
略
称
）
二
の
詩
序
に
”
余
為
童
時
、
寓
湖
之
西

涯
。
”
ま
た
”
余
為
僧
雛
日
、
寓
江
之
南
山
者
有
年
尖
。
”
と
あ
る
。

『
文
集
』
二
に
”
応
仁
丁
亥
四
海
騒
屑
…
…
予
也
匿
跡
於
河
内
楠
葉
”
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

『
日
録
』
（
文
明
十
九
、
三
、
廿
七
）
に
、
　
”
河
内
国
交
野
郡
楠
葉
如
意
山
伝
宗
寺
々

領
目
録
一
冊
、
清
住
院
よ
り
到
来
”
と
あ
る
。
清
住
院
は
建
仁
寺
内
の
蘭
洲
良
芳
の

塔
所
。
『
蒼
長
考
』
に
「
胤
仲
無
目
福
江
湖
」
が
あ
り
、
『
文
集
』
に
は
「
前
現
福
胤
仲
禅
師
住

洛
北
真
如
同
門
疏
」
が
あ
り
、
文
明
十
一
年
十
二
刀
に
真
如
寺
に
住
し
て
い
る
。
な

お
彦
竜
は
「
悼
胤
仲
西
堂
寄
濃
之
三
江
普
蔵
主
詩
」
の
七
律
を
作
り
、
「
与
子
薦
書
」

　
　
　
　
　
ゐ
　
　
へ

で
は
”
去
歳
胤
仲
老
人
脱
去
、
衆
善
和
尚
亦
然
。
何
胃
線
奪
老
成
、
語
漏
多
欲
耶
”

と
そ
の
死
を
嘆
い
て
い
る
。

『
文
集
」
二
に
”
予
之
去
楠
葉
者
、
文
明
癸
已
也
”

黙
堂
と
い
う
同
じ
道
号
の
人
が
あ
っ
て
ま
ぎ
ら
わ
し
い
。
『
一
室
漫
稿
』
の
賛
の

「
黙
堂
和
尚
」
は
年
代
が
あ
わ
ぬ
か
ら
論
外
と
し
て
、
『
翰
林
二
藍
集
』
の
「
次
僕

達
賀
黙
堂
住
円
覚
」
が
こ
の
祖
久
か
と
思
っ
て
玉
村
竹
二
『
円
覚
寺
史
』
を
謁
べ
た

が
そ
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
景
徐
周
麟
は
”
黙
堂
老
禅
予
之
五
十
年
交
友
也
”

と
述
べ
、
駿
河
の
大
富
山
善
得
寺
で
円
覚
寺
公
帖
を
受
け
た
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

で
「
口
録
』
の
”
真
如
寺
住
黙
堂
西
堂
今
朝
退
院
”
と
い
う
記
事
は
長
享
三
、
五
、

十
二
の
も
の
で
、
文
明
十
五
年
に
示
寂
し
た
黙
堂
祖
久
と
は
全
く
別
人
の
黙
堂
寿
昭

と
い
う
瑞
雲
周
鳳
の
法
嗣
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
結
局
彦
竜
の
師
の
経
歴
は
今
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彦
竜
周
興
評
伝

の
と
こ
ろ
不
明
で
、
今
後
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

法
系
は
寂
室
元
光
－
書
論
禅
英
一
傑
巌
心
酔
－
栢
舟
宗
趙
。
近
江
の
人
で
永
享
十
二

年
足
利
に
遊
学
す
る
。
横
川
景
三
は
近
江
蒲
生
郡
景
珠
庵
で
、
応
仁
二
年
八
月
廿
五

日
、
栢
舟
の
母
の
竹
芳
貞
公
禅
尼
の
為
に
法
語
を
作
っ
て
い
る
。
栢
舟
は
文
明
元
年

頃
は
曹
源
寺
に
、
同
二
年
に
美
濃
多
芸
庄
の
荘
福
寺
に
住
持
し
て
い
る
。
『
補
庵
京

華
続
集
』
の
「
寄
無
底
庵
栢
舟
和
尚
」
に
よ
る
と
、
小
倉
実
子
も
彼
か
ら
内
典
外
典

の
講
義
を
聞
い
て
い
る
。
な
お
文
明
十
三
年
に
永
源
寺
を
訪
れ
た
軽
車
は
、
含
空
院

（
開
山
塔
）
の
栢
舟
の
教
え
を
受
け
た
。
明
応
四
年
十
一
月
十
二
日
、
八
十
歳
で
示

寂
し
た
。

法
相
は
無
本
聾
心
－
孤
峰
覚
明
一
聖
徒
汗
馬
一
軸
厳
殊
榜
－
利
渉
守
湊
で
あ
る
。

『
東
海
琢
華
集
』
に
「
利
渉
」
の
道
号
類
が
あ
る
。
『
村
庵
稿
』
下
の
「
利
渉
湊
首

座
住
雲
州
雲
樹
山
門
疏
」
に
よ
り
、
出
雲
の
笹
笛
寺
に
出
世
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
村
庵
稿
』
の
「
次
韻
利
渉
氷
山
道
中
作
」
（
長
禄
三
年
作
）
は
こ
の
墨
池
の
旅
ら
し

く
”
半
生
只
慣
作
詩
苦
’
の
句
に
よ
り
文
学
僧
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
、
『
蒼
萄
集
』

の
「
利
華
墨
万
寿
江
湖
疏
」
に
も
”
野
望
誘
文
章
、
氷
雪
襟
度
、
朝
経
語
史
昼
史
夜

集
”
と
あ
る
。
野
雲
と
号
し
、
横
川
景
三
、
蘭
島
景
苗
、
万
里
集
九
ら
と
雅
交
を
結

ぶ
。
『
百
人
一
首
』
所
収
の
「
千
灯
話
旧
」
は
『
華
中
京
華
国
樹
』
に
よ
る
と
、
文

明
十
年
秋
の
作
で
あ
る
。
南
禅
寺
に
出
住
し
た
あ
と
禅
栖
院
に
退
き
、
以
後
、
岐
陽

の
霊
薬
山
正
法
寺
の
開
山
塔
に
住
し
、
延
徳
三
年
秋
、
飛
騨
の
湯
泉
に
旅
し
て
万
里

ら
と
聯
句
に
興
じ
て
い
る
が
、
没
年
は
不
明
。

佐
々
木
杜
太
郎
『
小
倉
実
澄
伝
』
参
照
。

滋
賀
県
野
洲
町
永
原
出
身
の
武
士
。
永
原
天
満
宮
の
近
く
に
永
原
城
趾
が
あ
り
、

『
日
録
』
（
長
禄
三
、
十
二
、
八
）
に
よ
る
と
馬
淵
氏
の
被
官
で
常
徳
院
末
寺
の
正
法

寺
の
檀
那
で
あ
っ
た
。
現
在
常
念
寺
に
歴
代
の
墓
が
あ
る
。
『
補
庵
京
華
続
集
』
の

「
梵
字
天
神
賛
」
（
彦
竜
が
代
作
）
に
、
連
歌
に
長
じ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
瑞
渓
寮
母
の
『
臥
雲
稿
』
に
よ
る
と
、
重
爆
周
瑛
は
、
侍
者
の
時
に
足
利
義
持
の
知

遇
を
受
け
、
瑞
渓
な
ど
は
雲
の
上
の
人
の
よ
う
に
仰
い
で
い
た
。
し
か
し
恭
謙
な
人

で
、
自
ら
貴
人
の
衣
を
脱
い
で
茅
屋
に
住
し
、
学
問
に
励
ん
だ
と
い
う
。
『
雪
樵
独

（16）a笥ast　（18）⑳tz”

唱
集
』
に
も
、
”
古
旙
老
人
万
年
差
袖
也
。
久
四
二
但
之
旧
業
一
、
無
レ
意
二
干
出
一
。
故

諸
老
同
瓜
狂
者
、
惜
二
道
賢
在
ワ
野
。
奪
胎
彦
竜
一
為
二
皇
華
一
要
三
再
観
二
晴
月
生
フ
嶺
云

々
”
と
あ
り
、
垂
準
郵
書
も
”
古
瑠
禅
師
、
四
十
年
前
吾
山
風
流
艇
首
称
也
。
（
延

齢
）
と
述
べ
て
い
る
。

ほ
ん
の
一
例
を
あ
げ
る
な
ら
『
実
隆
公
記
』
（
文
明
十
二
、
八
、
十
四
）
『
後
法
興
院

記
』
（
文
明
十
三
、
八
、
三
）
は
、
宮
中
で
蘭
披
景
麓
が
黄
山
谷
詩
を
、
文
叔
真
要

が
蘇
東
披
詩
を
講
じ
た
こ
と
を
記
し
、
『
日
録
』
の
連
日
の
記
述
は
五
山
僧
の
遊
宴

を
書
き
留
め
て
い
る
。

横
川
景
三
の
「
慈
峰
居
士
像
賛
」
「
慈
峰
禅
門
尽
七
日
拮
香
」
に
よ
り
文
成
の
出
自

が
わ
か
る
。
先
祖
は
紀
州
武
内
氏
の
子
孫
で
南
朝
に
仕
え
た
が
、
後
に
摂
津
の
広
瀬

に
移
住
し
、
文
成
の
父
（
法
名
が
慈
峰
居
士
）
は
都
の
宇
野
氏
に
養
わ
れ
腕
力
が
あ

り
、
相
撲
が
強
く
て
一
色
氏
に
愛
さ
れ
、
応
仁
乱
に
は
一
色
軍
に
属
し
功
を
立
て

た
。
そ
の
後
京
の
烏
丸
で
商
業
に
従
事
し
、
竜
感
銘
珠
ら
に
参
禅
し
、
文
明
十
二
年

六
月
廿
四
日
に
卒
し
た
。
文
成
は
父
の
縁
に
よ
り
竜
室
玄
珠
の
法
を
嗣
ぎ
、
彦
竜
の

語
を
借
り
る
と
”
力
学
志
道
、
実
今
世
之
古
君
子
”
で
、
そ
の
書
室
を
「
葵
軒
」
と

称
し
た
。
文
明
十
八
年
国
信
使
に
従
っ
て
朝
鮮
に
渡
り
、
延
徳
四
年
に
は
明
に
航

し
、
そ
の
帰
国
の
船
中
で
示
寂
し
た
。
四
十
余
才
で
あ
っ
た
と
い
う
。
月
舟
寿
桂
の

「
小
町
普
応
国
師
尊
像
記
」
も
参
照
し
得
る
。

一
海
知
義
『
陸
離
』
（
中
国
詩
人
選
集
）
二
〇
頁
。

結
句
は
、
『
後
漢
書
』
裏
楷
伝
の
”
桑
下
に
三
宿
せ
ず
”
を
も
踏
ま
え
る
。
こ
の
語

意
は
”
僧
は
桑
の
木
の
下
に
三
泊
し
な
い
一
人
の
恩
恵
を
受
け
ず
絶
ち
き
る
〃
と

い
う
意
で
あ
る
。
な
お
、
一
休
の
『
狂
雲
集
』
に
「
春
衣
置
花
」
と
い
う
七
絶
が
あ

る
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

『
詩
人
玉
屑
』
巻
二
十
「
禅
林
」
の
中
に
、
藁
葺
筍
気
の
項
が
あ
り
、
禅
詩
評
価
の

一
の
基
準
で
あ
っ
た
。

梅
雲
は
仙
厳
澄
安
の
法
嗣
で
、
横
川
景
三
の
「
梅
雲
字
説
」
に
よ
る
と
、
は
じ
め
季

柏
と
号
し
た
が
、
希
世
霊
彦
が
梅
雲
と
命
名
し
た
。
横
川
に
従
っ
て
学
び
、
勝
定
院

の
友
竹
妙
貞
と
親
し
く
よ
く
聯
句
を
作
る
。
書
室
を
歳
寒
と
称
す
。
等
持
寺
に
出
住

し
、
永
正
二
年
二
月
四
日
歳
寒
室
で
示
寂
。
景
徐
の
「
祭
梅
雲
和
尚
文
」
に
よ
っ
て
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も
、
美
文
艶
詩
に
巧
み
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
玉
塵
抄
』
巻
四
十
三
に
”
常
徳

院
の
梅
雲
西
堂
ハ
作
者
ナ
リ
。
横
川
ノ
門
下
生
ナ
リ
、
詩
ト
手
ト
切
去
ニ
ヲ
ト
ラ
ヌ

ト
イ
ワ
シ
ム
タ
ゾ
”
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
へ

「
文
異
字
説
」
に
文
明
丙
午
、
愛
惜
レ
歳
急
減
江
崇
寿
一
見
二
竜
室
一
と
あ
る
。

「
実
隆
公
記
』
に
よ
る
と
、
文
明
七
年
五
歳
の
時
、
八
月
十
一
日
に
横
川
の
室
に
入

っ
た
。
横
川
の
外
集
を
見
る
と
、
文
明
九
、
十
、
十
一
、
十
二
年
と
、
毎
年
の
新
年

試
筆
を
代
作
し
て
や
っ
て
い
る
。
月
翁
周
鏡
の
「
東
山
公
得
度
記
」
（
実
は
彦
竜
が

代
作
）
は
文
明
十
七
年
六
月
十
五
日
、
足
利
義
政
の
侍
者
を
勤
め
た
こ
と
を
記
す
。

『
日
録
』
（
長
享
二
、
正
、
廿
二
）
に
よ
る
と
、
蔭
言
軒
宴
会
の
時
、
紙
で
く
じ
を
作

　
　
ヘ
　
　
へ

っ
て
美
人
の
名
を
書
き
、
暗
中
で
一
枚
ず
つ
引
く
と
、
亀
泉
は
東
雲
の
く
じ
を
当
て

て
心
を
と
き
め
か
せ
て
い
る
。
又
、
長
享
三
、
七
、
十
四
の
記
述
で
は
、
東
雲
は
月

嶺
ら
と
共
に
四
美
と
称
せ
ら
れ
て
お
り
、
彼
は
貴
種
で
美
男
子
で
禅
林
で
の
寵
童

で
、
堕
落
せ
る
当
時
の
禅
林
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
永
正
四
年
畑
野
軒
主
と
な
り
、
鹿

苑
僧
録
に
も
な
っ
た
。
『
実
隆
公
記
』
に
よ
れ
ば
大
永
七
年
八
月
廿
九
日
、
五
十
九

才
で
示
寂
。

「
日
録
』
の
文
明
十
九
年
六
月
八
日
、
九
日
、
十
二
日
及
び
廿
二
日
の
条
参
照
。

『
日
録
』
の
文
明
十
八
、
六
、
十
一
。
同
月
廿
五
。
同
月
廿
九
の
条
参
照
。

墨
斎
は
横
川
景
三
と
も
交
り
が
あ
り
、
『
毛
並
京
華
外
集
』
の
「
謝
芒
履
詩
」
の
序

に
よ
る
と
、
東
之
辺
墨
斎
老
和
尚
は
繁
蔵
主
と
い
う
人
の
俗
言
で
は
じ
め
天
竜
寺
に

卑
し
て
風
流
第
一
と
称
せ
ら
れ
、
後
に
紫
野
一
休
の
会
下
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

『
日
録
』
（
延
徳
二
、
十
、
十
）
参
照
。

『
日
録
』
（
延
徳
二
、
十
、
十
九
）
参
照
。

『
漁
庵
小
稿
』
に
は
、
心
事
君
其
問
白
鴎
（
高
石
寓
居
）
万
里
閑
鴎
夜
々
心
（
送
子

漢
少
年
還
京
）
鴎
不
飛
来
説
向
誰
（
題
画
山
水
）
潮
招
鴎
鷺
俺
漁
磯
（
雨
遊
漁
庵
）

白
鴎
長
怨
夕
陽
（
扇
面
）
な
ど
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。

南
浦
紹
明
の
四
世
の
法
孫
に
当
る
東
渓
の
法
を
嗣
ぐ
。
希
世
霊
彦
や
万
里
集
九
に
つ

い
て
詩
文
を
学
び
、
文
明
十
二
年
冬
建
仁
寺
で
乗
払
を
遂
げ
る
。
『
日
録
』
延
徳
二

年
十
二
月
十
五
日
の
条
に
”
宗
誕
首
座
字
辻
君
建
仁
大
統
僧
也
。
横
獄
派
也
”
と
あ

っ
て
、
南
浦
紹
明
の
横
岳
派
で
あ
り
な
が
ら
、
青
山
慈
永
の
開
い
た
大
統
庵
に
居
し

彦
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て
い
る
。
こ
こ
で
想
起
す
る
の
は
、
「
与
奇
絶
交
書
」
で
、
絶
交
の
相
手
は
建
仁
寺

に
学
ぶ
旭
岳
派
の
僧
で
あ
っ
た
。
私
は
彦
竜
が
同
書
で
厳
し
く
批
判
し
た
の
は
右
の

傍
点
の
語
に
よ
り
こ
の
慶
甫
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
山
門
疏
を

製
作
し
て
や
る
ぐ
ら
い
だ
か
ら
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
『
梅
花
無
尽
蔵
』
の
「
賀
住

山
）
に
よ
る
と
、
当
時
妙
興
寺
は
内
紛
が
あ
り
、
慶
甫
が
入
寺
し
て
鎮
め
た
と
あ

る
。
後
に
南
禅
寺
公
帖
を
得
た
ら
し
く
、
景
徐
周
麟
は
「
前
南
禅
慶
甫
和
尚
肖
像

賛
」
が
あ
る
。

法
堂
は
絶
海
中
津
－
宝
山
塞
珍
－
季
睦
梵
恰
－
友
竹
。
横
川
景
三
は
疑
雲
承
意
と
共

に
将
来
を
嘱
望
し
、
長
享
二
年
頃
は
定
定
院
の
桃
源
二
士
の
侍
衣
と
な
り
、
延
徳
二

年
四
月
、
鹿
苑
院
で
月
翁
周
三
五
座
の
問
禅
を
つ
と
め
、
永
正
三
年
、
景
徐
と
相
談

し
て
渡
明
す
る
。
そ
の
時
の
「
送
貞
友
竹
遊
大
明
主
客
」
や
「
答
友
竹
蔵
主
書
」
に

友
竹
の
人
柄
が
よ
く
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
”
人
と
な
り
歌
介
、
時
と
相
ひ
背
馳

し
．
”
と
か
、
彼
の
言
と
し
て
”
「
経
は
黄
巻
赤
軸
に
非
ず
、
仏
は
木
刻
塑
像
に
非

ず
、
屋
上
の
山
即
ち
法
身
、
屋
下
の
水
即
ち
広
舌
に
し
て
、
此
の
中
に
在
て
以
て
哺

歌
し
、
以
て
埣
嵯
す
。
礼
仏
看
経
斯
の
如
き
の
み
」
”
と
記
し
て
い
る
。
後
に
相
国

寺
に
住
し
た
。

法
華
は
絶
海
中
津
一
用
正
劇
治
一
金
口
。
『
日
録
』
（
明
応
二
、
四
、
五
）
の
記
事
に

よ
り
永
享
四
年
生
ま
れ
。
景
徐
の
「
前
南
禅
家
漢
和
尚
寿
容
」
に
よ
る
と
三
層
に
生

ま
れ
、
少
時
は
奈
良
で
五
年
間
仏
学
に
励
む
。
『
日
録
』
（
延
徳
二
、
七
、
二
）
に
、

こ
れ
迄
の
遣
明
使
は
唐
人
に
詩
を
読
え
て
日
本
の
恥
だ
っ
た
が
、
今
度
は
能
僧
を
任

命
し
よ
う
と
、
金
渓
が
選
ば
れ
た
と
あ
る
。
『
鹿
苑
日
録
』
（
明
応
八
、
四
）
に
も
当

代
第
一
の
人
と
評
さ
れ
て
い
る
。
彦
竜
の
「
与
金
渓
長
老
書
」
に
よ
る
と
、
伊
勢
旅

行
の
時
、
彦
竜
は
金
子
を
借
り
て
い
る
。
『
松
蔭
吟
稿
』
の
琴
叔
景
趣
と
も
雅
交
を

結
ぶ
。
伊
勢
に
地
縁
が
深
く
、
聯
芳
寺
を
起
し
、
景
徳
・
臨
川
・
相
国
・
南
禅
に
歴

住
し
た
。
景
徐
の
「
羅
漢
和
尚
入
牌
祖
堂
仏
事
」
に
よ
る
と
、
永
正
六
年
冬
に
示
寂

し
て
い
る
。

秘
中
周
遜
の
法
嗣
。
俗
書
は
法
名
を
善
福
寺
殿
聖
堂
居
士
と
い
い
、
将
軍
の
近
習

で
、
一
生
独
身
で
文
明
十
七
年
東
山
で
逝
去
し
て
い
る
。
（
横
川
景
三
「
和
南
堂
居

士
挽
事
序
」
に
よ
る
）
功
叔
の
道
号
は
希
世
霊
彦
が
命
名
し
た
も
の
で
横
川
は
「
功
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寒
菅
説
」
を
書
く
。
文
明
十
七
年
四
月
乗
払
を
遂
げ
、
七
月
頃
は
三
智
院
塔
主
だ
っ

た
が
、
文
明
十
九
年
正
刀
、
幕
府
の
勘
気
を
う
け
、
　
一
時
逐
電
し
た
。
　
『
後
法
興
院

記
』
（
延
徳
二
、
三
、
廿
一
）
に
よ
る
と
、
姉
小
路
宰
相
や
彦
竜
ら
と
漢
和
連
旬
を

楽
し
み
、
貴
族
と
の
文
雅
の
交
が
あ
っ
た
。
延
徳
三
年
正
月
、
亀
泉
は
蔭
涼
軒
主
を

退
こ
う
と
功
叔
を
後
任
に
推
す
が
将
軍
に
許
さ
れ
ず
、
同
三
年
四
月
大
智
院
塔
主
と

働

な
り
、
五
月
目
『
剣
南
詩
稿
』
を
売
り
払
っ
た
こ
と
が
『
口
球
』
に
見
え
、
六
月
十

一
日
に
は
養
花
軒
を
新
造
し
て
移
転
し
い
る
。
こ
の
軒
は
”
其
屋
接
近
禁
”
つ
ま

り
皇
居
に
接
し
て
い
た
。
延
徳
四
年
五
月
、
輪
番
に
よ
り
勝
智
塔
主
と
な
り
、
同

八
月
に
等
持
寺
に
入
院
し
た
。
四
十
一
歳
で
示
寂
し
た
が
没
年
不
諮
。

今
谷
明
『
戦
国
期
の
室
町
幕
府
』
第
一
章
参
照
。
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